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  The number of typhoons approaching the Japan Islands is much smaller in May and June than in August to 
September.  However, some typhoons abnormally approach to the Japan Islands in May or June as in 2004.  The 
present study investigated the characteristics of the typhoon tracks and the large-scale fields in May and June associated 
with the approach of typhoons to the Japan Islands. 
Climatologically speaking, typhoons are generally formed in the lower latitude in May and early June, and tend to 
turn to ENE-ward before they reach ~ 20N in May by the upper- and middle-level westerly wind.  In June, the 
upper-level easterly wind associated with the Tibetan high seems to prevent typhoons from approaching to the Japan 
Islands.  However, when the cell-type subtropical high and the deep westerly trough in its western side are formed with 
the SW-ly from the lower to the middle latitude, a favorable situation for the northward invasion of the typhoon can be 
realized in May.  On the other hand, the formation of the barotropic-like subtropical high to the southeast of the Japan 
Islands seems to enable a typhoon to approach to the Japan Islands by the S-ly wind around the subtropical high. 
 






頃に比べて大変少ない（Matsumoto 1992; Murakami 
and Mastumoto 1994: 加藤他 2011）。例えば，1951
〜2004 年の平均で，台風発生数は 9 月には 4.9 個
なのに対し，５月 1.0 個，6 月 1.8 個である。また，
その中で日本列島へ接近・上陸数だけでなく，30N
以北に達した割合自体も，9 月には 57％なのに対




には，1951 年以降で歴代最多の 10 個の台風が日



































































 第 2 図は，上段に 5 月，下段に 6 月における発
生位置（台風の定義に達した位置）の分布を，そ
れぞれ 9 月のそれと重ねたものである。第３図の
上段と下段は，それぞれ 5 月と 6 月における転向
点を持つものについて，その位置の分布を 9 月と
重ねたものである。第 4 図は，1951〜2002 年 5 月
における全台風の経路で，太線は第 1 図の太枠の
領域内を通過した台風を示す。同様な図を 1951〜










向きの進路を取る（第 4 図）。5 月の台風について
転向後の進行速度の北向き成分を計算すると，「接
近」する台風の場合で平均すれば，20-25N で
450km/day，25-30N で 950km/day であった。しか
し，「接近」しないもの平均では 20-25N で


































 第 2 図 月ごとの全台風の発生位置の分布。統計期
























全寿命中 30N 以北 
５月 967.5 983.5 
６月 968.8 980.6 








































その転向点の緯度が 5 月よりも高緯度側の 25N 付
















































 4.1 5 月 
 気候系監視報告別冊（長期予報テクニカルノー
ト No.35，気象庁，1991）の各月の 200hPa 高度の
平均図から値を読み取って作製した，130E に沿う
月平均 200hPa 等圧面高度の気候値の時間緯度断
面を第 6 図に示す。第 2 表は，例として，1998〜
2003 年における気象庁天気図（CD-ROM 版）に収録








































 第 7 図 5 月において，台風が日本列島のかなり南方
で転向した台風（1966 年 5 月 12 日に発生）の事例につ
いて，進路（台風として定義されている期間のみ。太
いドットを連ねた線）と，台風発生時から１週間の期
間で平均した 500hPa 高度場(gpm)。 
 
 また，5 月において，台風が日本列島のかなり




500hPa 高度場を第 7 図に例示する。更に，抽出し
たそのような事例の中で，1966 年 5 月 12 日，1991
年 5 月 7 日，2000 年 5 月 7 日にそれぞれ発生した
3 例について合成した 850hPa，500hPa の高度場を




かも，かなり zonal な特徴を示す。この時期の 
 








20N 以南 0 ０ 
20－25N 7.2 10.7 
25－30N 33.9 16.7 
30－35N 13.4 5.9 
計 64.5 33.3 






























         500hPa 高度合成（東進例） 
 
 第 8 図 1966 年 5 月 12 日，1991 年 5 月 7 日，2000











しやすい（Kato and Kodama 1992; Hirasawa et al. 





















         500hPa                300hPa 
 





 4.2 6 月 
 第 9 図は，6 月において台風が発生後もずっと
西進を続けた事例における 500hPa と 300hPa 等圧
面高度場の例を，第 7 図と同様に示す（1971 年 6
月 14 日に発生した台風の事例。全部で 18 例あっ
たうちの一例）。また，第 10 図には，6 月のこの
ような事例のうち，1960 年 6 月 24 日，1971 年 6















































         300hPa 高度合成（西進例） 
 
 第 10 図 1960 年 6 月 24 日，1971 年 6 月 14 日，1980
年 6月24日，1989年6月 5日に発生した台風について，

























 5.1 5 月 
 台風が 5，6 月に日本列島に接近した事例の大規
模場について，本研究ではまだ個別に議論してい
る段階であるが，第 11 図に 5 月の事例についての
例を示す（1965 年 5 月 22 日に発生した台風の事
例）。また，1953 年 5 月 29 日，1965 年 5 月 22 日，
1966 年 5 月 25 日，1980 年 5 月 14 日，2004 年 5
月 14 日に発生した台風の事例に関する 850hPa と
500hPa 高度について，第 8 図と同様に合成した場
を第 12 図に示す。また，第 12 図から第 8 図に示
































         500hPa 高度合成（接近例） 
 
 第 12 図 5 月に発生した台風で日本列島へ接近した
もののうち，本文中に示す 5 例について，発生時から

















































        500hPa 高度合成（接近例ー東進例） 
 




 5.2 6 月 
 該当する 6 月の例では（例えば，1985 年 6 月 25





















































         300hPa 高度合成（接近例） 
 
 第 15 図 6 月に発生した台風で日本列島へ接近した
もののうち，本文中に示す 5 例について，発生時から










1952 年 6 月 20 日，1968 年 6 月 28 日，1974 年 6
月 30 日，1985 年 6 月 25 日，2002 年 6 月 24 日に
発生した台風に関する 500hPa と 300hPa 高度の第
８図と同様な合成場を，第 15 図に示す。また，第



































        300hPa 高度合成（接近例ー東進例） 
 
 第 16 図 6 月に発生した台風で，日本列島への接近例
の合成場（第 15 図）から転向せずに西進した例の合成
場（第 10 図）を引いた差の分布（gpm）。 
 
 生の合成場（第 15 図）によれば，1985 年 6 月











































 本研究は，第 1 著者の濱本奈津美による卒業研
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